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準絶滅危惧

ミソハギ科

選定理由 分布域の一部で生育条件が悪化しているため。

写真(清水英彦)

形態の特徴

茎は直立して、高さ50-150cm、殆ど無毛。葉は殆ど
無柄でやや茎を抱き、対生または3輪生、長さ30-
65mm、幅5-15mm、裏面脈上や葉縁に短毛を散生ま
たは密生する。花期は7-8月。穂状花序は頂生し、短
毛を散生または密生する。萼は短毛を散生または密
生、萼筒上部の付属体は針状で直立から斜上、紅紫
色の多くの花をつける。

生態的特徴 湿地に生育する多年草。

エゾミソハギ

減少要因
開発による湿地の消失、植生遷移による湿地の樹林
化。

保全対策
開発行為からの湿地の保全、および植生遷移の抑
制。

分布状況
北海道～九州に分布し、岐阜県では県北に分布す
る。


